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四国大学が目指すもの

理事長　佐　藤　一　郎　

　昨年12月中央教育審議会から「新しい時代にふさわしい高
大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者
選抜の一体的改革について」が答申されました。
　マスコミは高等学校基礎学力テストや大学入学希望者学力
評価テストを大きく扱いましたが、答申のポイントは、所謂
学力の三要素（「基礎的な知識・技能」、「思考力・判断力・表
現力」、「主体的に学習に取り組む態度」）を小中高校教育から
大学教育までを見通した教育改革の中で捉えていることであ
ります。本学も昨年から社会人基礎力、人間・社会関係力及
び自己教育力の三つの力を卒業時に確実に身に付けて貰うた
めに、正課内外に亘る四国大学スタンダード教育をスタート
させました。また教育内容の見直しに合わせて、学生自主活
動支援プロジェクトやキャリアアップ支援プログラムなど、
自らの努力結果を見える化し更なる努力に繋げる仕組みも整
えました。
　今後、学生が主体的に色々な人と協力して、課題発見・解
決していく能動的学修（アクティブラーニング）の機会と環
境を整えていくこと、また文部科学省の地（知）の拠点整備
事業に採択されたのを機会に、地域志向人材育成のカリキュ
ラムの体系化に取り組むとともに、スポーツ芸術活動を一層
盛んにして、大学の活性化・イメージアップにも努めて参り
ます。
　これ等の取組を通して、新しい時代に活躍できる建学の精
神「全人的自立」の姿勢を身に付けた若者を輩出して参ります。

四国大学スタンダードと
先進的地域貢献大学

学長　松　重　和　美　

　今春の卒業生の就職率は97．4％と高く、国家試験合格
率でも管理栄養士は100%、看護師は95．3％、さらに教員・
公務員試験の合格者数も165名と大きく増加し、学生の
皆さんの頑張り、そして大学の取組みの成果が出て来た
と教職員一同喜んでいます。一方、全国的には就職後 3
年以内での離職・職種変更率は 3割を超えるというデー
タもあり、永い人生の中で常に自己成長し、大きく変化
する社会にも対応できる力が改めて求められています。
私も、新入生対象の講義の中で、在学中に専門分野での
各種資格に加え、“自己教育力”、“社会関係力”や地域・
社会に貢献できる力（即ち、四国大学スタンダード）の
取得の重要性を話しています。
　ところで、少子・高齢化が進む我が国において、地方
私立大学は有能な人材育成の機関として、また地方創成
の一つの核としての役割が一層期待され、四国大学は“先
進的地域貢献大学”を標榜して、地域教育の充実やスポー
ツを通した地域活性化にも努力しています。今後とも、
大学としても自己改革・成長して行きたいと考えており、
ご父母の方々も含め関係者の皆さん方のご意見、ご支援
を頂ければ幸いに存じます。
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父 母 会 だ よ り父 母 会 だ よ り父 母 会 だ よ り平成27年度

父母会会長あいさつ

父母会会長　佐　野　雅　史　

　父母会役員を代表してご挨拶申し上げます。
　日頃から、本学父母会の振興にご尽力を賜っておられ
る父母会会員の皆様に敬意と感謝を申し上げます。また、
本学教職員、関係者の皆様よりご指導をいただいており
ますことに対して厚くお礼申し上げます。
　私宅の二女もこの 3月で四国大学を卒業しました。ア
パートから多くの荷物を自宅に搬送し、今後の生活に必
要なものを残してゴミに出してましたが、その量が多い
こと、現代は、商店に色とりどりの商品が溢れんばかり
に並び、場合によっては、インターネットでほしい商品
を物色する事ができます。靴下ひとつにしても、迷うほ
ど種類がいっぱいです。現代では、当たり前のことで、
恵まれているように思います。日本古来の物を粗末にし
ない文化は、どこへやら……。春の到来を感じて、自然
の恵みに目が行き、海辺であれば、テングサ、フノリ、
磯物であり、それから潮干狩り。雑木林の恵みは、フキ
ノトウ、シャクが出始め、ミツバ、フキと続く、山や海
辺で季節を感じる機会は少なくなりました。日本独自の
四季を感じて、心豊かは、どこへやら……。インターネッ
トでほしい商品が手に入り、録画したテレビ番組がいつ
でも見れる現代だけれど、物が豊かになりすぎても、本
当に大事なものを繋げるよう、自分たち大人の生活を見
直して見る必要があるかもしれません。子ども達の精神
的にも元気で豊かな心が育むよう繋げていければと思い
ます。今回も個人的な想いの話になりましたが、会員の
皆様には、今後とも、ご助言ご協力をよろしくお願いし
ます。

総　　会
　　　　　平成27年 6 月14日㈰　13：00～
　　　　　共通講義棟　R101教室
評議員会
　第 1回　平成27年 6 月14日㈰　10：30～
　　　　　　　　　　　　　　　本館 4階　大会議室
　第 2回　平成27年11月14日㈯　10：30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　本館 4階　大会議室
　例年、懇談会後の学科・専攻別面談は、参加頂いたご
父母から履修科目や国家試験等について直接相談ができ
て参加して良かった等、好評を得ております。是非、み
なさまのお越しをお待ちしております。
父母懇談会開催予定

開催地区 場　　　所 日　　時

徳島県地区 四国大学内各学科別会場 6月14日㈰総会終了後

沖縄県地区 パシフィックホテル沖縄（那覇市） 6 月28日㈰午前10：00～

香川県地区 リーガホテルゼスト高松（高松市） 8 月29日㈯午前10：00～

中 国 地 区 ホテルＪＡＬシティ広島（広島市） 8 月30日㈰午前10：00～

愛媛県地区 いよてつ会館（松山市） 9月 5日㈯午前10：00～

高知県地区 ザ クラウンパレス新阪急高知（高知市） 9 月 6 日㈰午前10：00～

（後日該当地区の会員の皆様にご案内します）

　平成27年 4 月 3 日（金）うららかな春の日差しの中で、
大学院第17回、大学第50回、短期大学部第55回入学式が
本学体育館にて行われました。
　式では、松重学長が「専門知識と実践力を身に付け、
日本や世界に無くてはならない人材になって欲しい」と
激励の言葉を送りました。新入生代表として、生活科学
部児童学科　乾祥子さんが「学術の研究と人格の陶冶に
努めることを誓います」と、誓いの言葉を述べました。
　入学を許可された大学院文学研究科 5名、経営情報学
研究科5名、人間生活科学研究科4名、看護学研究科5名、
大学文学部90名、経営情報学部112名、生活科学部248名、

看護学部88名、短期大学部168名の合計725名が、新たな
学生生活をスタートさせました。
　入学式終了後、統一オリエンテーションが実施され、
関係各課から学生生活や学生サポート体制、就職活動等
についての説明がありました。その後、各会場に分かれ
て学科別オリエンテーションに臨み、キャンパスライフ
への希望を胸に新たな第一歩を踏み出しました。

席のもと父母会入会式を開催しました。佐野会長挨拶の
後、松重学長が新しい大学の取り組みについての抱負を
述べ、続いて役員の紹介、父母会会則の概略説明ならび
に父母会の役割や大学との関わりについてご理解をいた
だきました。ご参加いただいたみなさま、ありがとうご
ざいました。

　4月 3 日（金）入学式終了後、引き続き本学体育館に
て、佐野会長はじめ役員、大学側からは松重学長他関係
者12名、今年度入学した 1年生725名の父母の方々の出

平成27年度 父母会入会式

平成27年度 父母会懇談会等日程

平成27年度 四国大学入学式
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新入生の声新入生の声

篠原　博子

■大学院文学研究科日本文学・書道文化専攻修士課程
　私は四国大学文学部日本文学科に在籍
し、卒業研究において正史『三国志』の
編纂意図の解明に挑みました。そして自
分なりの結論を導き出すことが出来たと
思ったものの、新たに疑問や課題が浮か
びました。それらを解決しないことには

研究を達成したことにはならないと思うようになり、大
学院文学研究科への進学を決めました。四国大学の充実
した環境と丁寧なサポートのもと研究に励み、修士論文
において自ら納得出来る結論に辿り着くことが何よりの
目標です。

廣岡　美幸

■大学院経営情報学研究科経営情報学専攻博士前期課程
　私は現在、行政職員として勤めており、
公共経営分野をはじめ、企業経営、情報学
といった幅広い知識を身につけるため、
四国大学大学院の入学を志望しました。
　地域の多岐にわたる課題に対応できる
職員となれるよう、自身の資質の向上に

努めていきたいです。

野口　真央

■大学院人間生活科学研究科人間生活科学専攻修士課程
　私は将来、子ども達に食育を教える仕
事に就きたいと考え、大学院進学を決め
ました。大学院の授業は専門的な内容が
多く、自分の知識をより深めることがで
きます。また、先生方や同級生とのコミュ
ニケーションを通して刺激を受け、毎日

が充実していると感じます。これからの短い 2年間の中
で、一日一日を大切にし、夢の実現に向けて日々勉学に
励みたいと思っています。

鈴江　春代

■大学院看護学研究科看護学専攻修士課程
　視野を広げたい、看護研究を学びたい
と思い大学院に入学しました。入学後は、
授業を通して日々の仕事を振り返り、知
識不足を痛感するとともに改めて学修す
ることの楽しさを実感しています。充実
した 2年間にしたいと思います。

大草　郁人

■文学部日本文学科
　私は、教師になるという目標を持って
入学しました。好きな国語や文学につい
てより深く学びたいという気持ちもあ
り、特に日本文学科を選択しました。私
は小学校 3年生から現在まで野球を続け
ています。野球を続けながら、つまりス

ポーツと学問を両立させながら最終的には国語教師にな
りたいと考えています。在学中に沢山の本を読み、多く
の人と知り合い、そして身体も鍛えて笑顔で卒業したい
と思います。

宇良　樹希

■文学部書道文化学科
　私は将来、書道の高校教諭になりたいと考
え免許がとれる四国大学の書道文化学科に入
学する事を決めました。仲間と切磋琢磨しな
がら書道が出来る環境や指導してくれる先生
方に感謝し充実した大学生活を送れる様にし
たいと思います。また、サークル活動にも力

を入れたいと考えています。この貴重な4年間で様々な経験を
つみ大きく成長できる様、努力していきたいです。

多田　直人

■経営情報学部経営情報学科
　私は将来 IT関係の仕事に就職したいと思
い経営情報学科に入学しました。さっそく地
域に根づいた宿泊研修があり、自分を大きく
成長させてくれる内容がたくさん含まれて
いました。私はフットサルクラブにも入り、
学校で勉学に励んだ後は好きなフットサル

をするというように、学校生活はとても充実しています。

丸居　桃子

■経営情報学部メディア情報学科
　私は、動画制作やアプリ開発について学
びたいと思い、メディア情報学科を志望し
ました。入学した当初は不安だらけでした
が、新しく友達もでき、大学生活にも慣れ、
楽しく充実した日々を過ごしています。勉
強だけでなく、サークル活動も頑張り、今

後の大学生活をさらに充実させていきたいと思います。

田中見那美

■生活科学部生活科学科
　私はこれまで美術活動を行ってきまし
たが、四国大学でデザインを本格的に学
び、自分の芸術性を広げたいと思ってい
ます。二科展や県展等の公募展出品や
キャラクター制作などを行い、良い結果
を出せるように頑張ります。

内海　朋哉

■生活科学部管理栄養士養成課程
　最近、食生活の乱れなどから、生活習
慣病などが多く見られるようになってい
るので、将来私は、それらで困っている
患者さんたちの助けになれるような管理
栄養士になりたいと思い、この学科を選
びました。大学 4年間ではしっかりと食

に関する知識をつけて、世の中で頼りとされるような管
理栄養士になれるように頑張りたいです。

甘利　僚平

■看護学部看護学科
　　私が四国大学に入学したのは教員数
が多く一人ひとりに対して丁寧に指導し
てくれるという情報と演習や実習が多い
カリキュラムに魅力を感じたからです。
　4年間看護について学んで患者さんが
安心して看護を受けることができる看護

師になれるように頑張っていきたいです。

川人　柚賀

■短期大学部ビジネス・コミュニケーション科
　私は、就職に必要な様々な力をつけるた
めに、四国大学を志望しました。授業では、
取りたい資格があります。また、講座など
でも、自学自習では得られない先生方の指
導を受けることができます。勉強だけでな
く、いろいろな経験をし、頑張りたいです。

北野　裕哉

■短期大学部人間健康科介護福祉専攻
　僕は、将来、介護福祉の仕事がしたい
と思っています。小さい頃に祖父や祖母
によく世話をしてもらったと聞き、今度
は「僕がお世話をする番だ」と思い介護
福祉を選びました。祖父や祖母だけでは
なく、他の高齢者や障がい者に充実した

生活を送ってもらえるように多くのことを学び、一人前
の介護福祉士になれるよう努力します。
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就任あいさつ
監督　平　田　英　治
（元徳島ヴォルティストップチームヘッドコーチ）　

　4月より創部しました女子サッカークラブ（四国大学
イーグレッツ）の監督の平田英治です。
　4月17日に本学の中央棟 1階で、創部記者会見を開催
し、選手の紹介とともに新たに制作しましたクラブのエ
ンブレム、ユニホーム、フラッグの発表を行いました。
多くの学内関係者やメディアの方々にお集まりいただ
き、皆様の注目の中スタートを切ることが出来ましたこ
とを感謝申し上げます。
　また、5月 7 日には、「四国大学しらさぎ球技場」の
竣工式を行い、女子サッカークラブの活動拠点となる人
工芝グラウンドが完成しました。10日には、しらさぎ球
技場を使用して初めての公式戦を行い、たくさんの学内
関係者の応援の中で勝利をおさめることができました。
　我々の目標は、全国大学選手権（インカレ）に出場す
ることです。この目標を達成するために日々、ハードな
トレーニングを
行っています。ぜ
ひ、練習、試合に
しらさぎ球技場ま
で足を運んで選手
に声援を送ってく
ださい。

女子サッカークラブ 四国大学イーグレッツ創部女子サッカークラブ 四国大学イーグレッツ創部

目指せ　全日本大学選手権（インカレ）出場 !!目指せ　全日本大学選手権（インカレ）出場 !!

主将あいさつ

梅　津　　　萌
（児童学科1年）　

　女子サッカークラブは、インカレに出場し、成績を残
すことを目標に日々練習に取り組んでいます。5月に、
しらさぎ球技場が完成し、とても恵まれた環境のなかで
練習ができています。試合にもたくさんの先生方が見に
来てくださり、応援がとても力になります。一年目で、
人数が11人ぴったりなので、怪我などをしないようにお
互いに助け合いながら、成長していきたいです。

陸上クラブ顧問就任 中田恵莉子 選手（元 円盤投・砲丸投日本学生チャンピオン）
確かな実力で部員をサポート・自らも目指せオリンピック !!

四国大学に入社して
学生支援課　中　田　恵莉子

　

　四国大学に入社して早くも 2カ月が過ぎました。私は
仕事と陸上競技（円盤投）の両立をさせて頂いてい
ます。円盤投では、中学校・高校・大学とそれぞれ
の全国大会で優勝し、社会人となった今年からは本
当の日本一を目標に努力しているところです。4月
末に行われた全国のトップ選手が集結する日本グ
ランプリでは 4 度目の出場にして初優勝すること
ができ、職場・練習環境の良さを実感しました。大
学関係者の方々をはじめ、多くの方に支援して頂い

ていることに心から感謝しています。競技での最終目標
は 2020 年の東京五輪出場です。母国開催であるこの大
会は、同年の日本選手権で優勝したら出場できるように
なっています。私は多くの方々のご協力と期待に応える
ため、また自らの最大の目標達成のためにも 5年後の日
本選手権に全力を尽くしていきます。そして陸上部員の
活躍や、私の頑張りで大学をより活気づけれたら幸いで
す。今後も仕事と競技の両立で四国大学に貢献できるよ
う努力していきますので、宜しくお願い致します。
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留　学　生　の　声
中国湖南省湘潭大学（XTU）より　米国サギノーバレー州立大学（SVSU）より

王
おう

　春
しゅん

盼
はん

　四国大学に入って、新しいライフと勉強を
体験したい、好きなクラブ活動に参加したい
し、日本人の友達と付き合いたいです。主な
目的は、もちろん自分の日本語水準を高める
ことです。そして私は日本の歴史と文化を知り、
日本人と付き合って彼らの真剣な精神を身に
つけたいです。また、留学中に主に自分の独
立生活力を高め、異国他郷での文化雰囲気

を体験して、成長したいです。大学卒業後、日本語翻訳あるい
は声優になりたいので、積極的に日本語を話していきたいです。

马
ば

　斯
し

媛
えん

　四国大学に来て以来、初めは確かに大
変でしたが、周りの人々がみんな優しく
て、いろいろなことを教えてくれるので、
もう慣れてきました。
　今回の留学を機会として、一番望んで
いることは日本語を身につけることです。
授業でも生活でも、勉強になっています。
　この一年の中で、日本語だけでなく、

英語も学びたいです。それに、さまざまな経験を通して、
さらに大人らしくなれるように頑張ります。

楊
よう

　水
すい

燕
えん

　四国大学での生活は既に一ヶ月が経ち
ました。初めの頃には慣れないことがあり
ましたが、今となっては幾分慣れてきまし
た。四国大学では先生方は留学生に対し
てとても優しく接してくれています。私達の
生活に関心を持つ日本の友達をたくさん作
ることができました。皆さんはとても優し
い人です。私の今の日本語は上手ではなく、

日本の学生と意思疎通しにくいですが、なるべく彼女達と
スムーズに交流できるように頑張ります。
　四国大学での学べる時間はたった1年間という短いもの
です。けれども、私は交換留学という貴重な体験の中で私
の日本語をもっと良いものにしていきたいです。

H
ハードマン

erdman B
ベンジャミン

enjamin

　わたしはサギノー市から来ました。徳島
の人はしんせつです。いつもえがおであい
さつをしてくれます。徳島は山も川もとて
もきれいで、とても住みやすいです。はじ
めて徳島に来ましたから、ショッピングを
してレストランへ行って、とてもexciting
です。大学では日本語をいっしょうけんめ
い勉強したいです。日本の文化も学びた

いです。そして、友だちをたくさん作りたいと思います。

陸
りく

　吉
きち

娅
あ

　私は湘潭大学からの交換留学生です。喜
んで日本へ来て、日本の生活を経験してい
ます。なんと言っても、流暢な日本語を話せ
るようになりたいです。たくさんの日本人の
友達とつきあいたいし、いろいろなところへ
旅行したいです。日本の魅力を感じるとき、
中国についても伝えたいです。日本へ来て
早速、日本人がマナーを守っているところ

や、親切なところが好きになりました。私は留学中に、日本
人に中国人のいい印象を持ってもらえるよう努力したいです。

管
かん

　浛
かん

亦
えき

　桜満開の3月に、日本語を身につけたい、
その信念を抱いて、希望にあふれた、四
国大学・日本へと向かったのです。
　正直に言うと、自分は一人で生活できる
かどうかという心配や日本人との関係の心
配があり、心がドキドキしていました。
　四国大学に来てみると、日本の先生と
学生はとても優しかったです。普段から

大変お世話になっています。一番感動したことは、私の当
番の時、朝 7時半と早い時間にもかかわらず、寮生の友人
が私に親切に教えてくれたことです。
　日本語を学びながら、一人で問題を処理する能力をより
強くしたいです。また、自分の欠点を克服して、真面目に
働いて、将来は優秀な社会人になりたいと思っています。

 平成26年度学生支援GP活動報告会開催　平成27年度募集も始まる。「きみのやる気を応援します！」
　平成27年 4月21日（火）に、本学の共通講義棟R101教室にて学生支援GP報告会を開催しました。
　平成26年度学生支援 GPに教育研究活動及び、社会・地域貢献に関わる学生の自主的な取り組み
が12プロジェクト採択され、昨年 6月末より活動が行われました。報告会では、350人を超える在学生およ
び教職員の前で、今回のプロジェクト活動内容の報告・今後の課題・後輩たちへのメッセージを含めて発
表しました。制度創設以来今回で4年目の報告会であり、活動内容、発表とも充実したものとなりました。
　参加者からはどのプロジェクトも参加者が生き生きしていた。報告者の頑張りがとても伝わってきた。大学
にこんな活動をしている人がいたことに感動した。先輩たちが素晴らしい発表に心が躍った。自分も参加し
てみたい。自分の得意分野で地域活性に貢献できて素晴らしいと思った。など、感心の声が上がりました。
　四国大学学生プロジェクト支援事業（学生支援 GP※）とは、四国大学（短期大学部を含む）にお
いて、学生が自主的に取り組む教育研究、課外活動及び社会・地域貢献などに関わるプロジェクトを支援し、
学生の創造性や
自主性を高め、人
間的成長を促すこ
とを目的とした支
援事業です。

※GPとは「Good 
Practice（優れた
取り組み）」の略
です。

No プ　ロ　ジ　ェ　ク　ト　名 グ　ル　ー　プ
1 カポエイラと身体表現で楽しくアート・コミュニケーション！ 生活科学部児童学科
2 四国大学災害ボランティア支援スマイルキャラバン隊 in いわて 学生ボランティア活動支援室
3 吉野川のシジミを絶滅の危機から救え！ 看護学部看護学科
4 スタジアム学園祭 経営情報学部経営情報学科
5 買い物難民を救え！―蔵本駅前地区のお年寄りのために― 経営情報学部経営情報学科
6 学生の書道の力で高めよう！地域活力 文学部書道文化学科
7 震災に学ぶ子どもの発達 生活科学部児童学科
8 Good Smile in Tokushima ぷろじぇくと～ Final ～ 経営情報学部メディア情報学科
9 四国大学発 国際交流サークル ― 教室を飛び出せ！僕らの国際交流 ― 文学部国際文化学科
10 四国大学発　障がい者アクティビティの開発プロジェクト 短期大学部人間健康科介護福祉専攻
11 Tokyo Game Show 出展を目標としたスマートフォンゲームの制作 経営情報学部メディア情報学科
12 四国大学短期大学部音楽科「出前ライブ」― 音楽の感動を届けよう ― 短期大学部音楽科

学生支援GP活動報告会
会場全体の様子

No5　買い物難民を救え！
―蔵本駅前地区のお年寄りのために―

No12　四国大学短期大学部音楽科
「出前ライブ」
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芳藍賞受賞のよろこび

森　　理稔

■この度は芳藍賞という名誉ある賞を頂き、大変
嬉しく思っています。熱心にご指導いただいた先
生方や、院の先輩方の支えがあったからこそであ
ると、しみじみ感じています。大学院での 2 年間
は、これから歩む道を考えるうえで大変価値のあ
るものとなりました。まだまだ手探りではあります
が、悔いの無いように歩みたいと思います。

島山　拓也

■「芳藍賞」という大変名誉ある賞を頂き、
光栄です。ありがとうございました。
　在学生の皆さんは、是非自分の中の「ワク
ワク」を行動に結びつけて充実した学生生活
を送って下さい。私も在学中アフリカを訪問し、
人生が変わりました。4 年という時間をどう使
うかは皆さん次第です。楽しんで下さい。

稲井　春代

■在学中の思い出といえば、授業の一環とし
て薬王寺での1泊 2日の調査研究に参加でき
たことが強く印象に残っています。研究は苦
労した分、とても良いものになったと自負して
おります。仲間との交流や研究活動など、四
大生の今しかできないような様々な経験を積
んで、充実した学生生活を謳歌してください。

東江　美優

■在学中は書道クラブに在籍し、副部長、部長
とクラブを牽引する存在として作品制作や書道パ
フォーマンスに励んできました。また沖縄県人会の
活動も活発で勉学との両立は相当なものでしたが、
この忙しさが充実した大学生活を送っている証だっ
たと思います。今回この 4 年間の活動が評価され、
感謝の気持ちで一杯です。ありがとうございました。

立井　武雄

■こんにちは、2 年間お世話になりました。お蔭
様で楽しい学生生活を送らせていただきました。
ありがとうございました。もったいない。若い学
生の皆さんは、設備も、体力も、今なら十二分に
充実していて、半分の力で、10割の実になるのに
と強く感じました。学ぶ時と遊ぶ時のメリハリを
確実に付け、時間を有意義に、時は金なりかな。

長尾　香里

■学校栄養職員になりたくて大学院への進学を決めました。1年目
は院の授業と公務員試験の両立、採用され1年休学し、2 年目は仕
事と修論の両立、ととても忙しい大学院生活でした。先生方や友達
の支えのおかげで無事卒業することができ、夢だった仕事にも就け
て、芳藍賞をいただくことができました。これからも大学・大学院で
学んだこと、感謝の気持ちを忘れずに、「食」の観点から子どもたち
の健康を支える立派な学校栄養職員になれるよう努力していきます。

尾田　睦美

■「感」のつく言葉を二つ大切にしています。一
つは「感性」で、看護する上でも、学ぶ上でも、
とても大事なことです。五感で感じ、考え、創造
すること。四国大学は、この「感性」を大切にし
ている大学だと思います。もう一つは「感謝」で
す。名誉ある芳藍賞を頂いたことや大学で学べた
こと、先生、仲間、家族、みんなに感謝しています。

播　美有紀

■この度、芳藍賞という名誉ある素晴らしい賞を頂き、大変嬉
しく思います。周りの支援があり、4 年間頑張ってきたことを認
めてくださった結果だと思います。これを糧として、これからの
社会人生活を励みたいです。4 年間というのは長いようで大変
短い期間でした。皆さんも、一生に一度の大学生活を悔いの残
らないように、精一杯頑張ってください。
　大学でお世話になった皆様、本当にありがとうございました。

大西　佐季

■芳藍賞という名誉ある賞を頂き大変嬉しく思いま
す。在学中は手話サークルや児童学科で、かけがえ
のない友と出会うことが出来ました。また、4 年間
を通してご指導いただいた先生方や、大学へと通わ
せてくれた家族に感謝の気持ちでいっぱいです。在
学生の皆さんには大学生活一日一日を大切に過ごし
てほしいと思います。ありがとうございました。

大住真利奈

■ 4月に社会人となった今、月日が流れるのを本当に
早く感じます。そんな私の大学生活の思い出、その1。
喜びを共有し励まし合える仲間、いつも優しく背中を
押してくださる先生方に出会えたことです。思い出、そ
の 2。サークルでは部長としてたくさんの人に感謝され
る喜びを知り、新しい自分を発見したことです。
　四国大学、たくさんの思い出をありがとう。

宮武　大輔

■この度は芳藍賞という素晴らしいものを頂き、
誠にありがとうございます。私の大学生活で印
象に残っているのは、3 年に参加した徳島若者
未来創造塾です。今後の自分の生活について考
えると同時に、いろんな方々のお話を聴ける貴
重な機会となりました。これからも更に躍進が
できますよう、努力して参りたいと思います。

阿部　祐巳

■このたびはこのような素晴らしい賞をいただき、
本当にありがとうございます。私が大学 4 年間を悔
いなく送ることができたのは、つまずいたときに相
談にのってくれる先生方や先輩がいたからです。自
分一人で悩むのではなく、ぜひ先生方を頼ってみて
ください。そして、後悔しないために一つ一つのこ
とに精一杯取り組んでください。応援しています。

山本　菜摘

■この度はこのような名誉ある賞をいた
だき、大変光栄です。熱心にご指導して
下さった先生方、国家試験を共に乗り越
えた友人、バンド部のみなさんには感謝
の気持ちでいっぱいです。これからは思
いやりのある栄養士として、人々の健康
をサポートしていきたいです。

四宮　諒子

■私の大学生活を振り返りアドバイスをするな
ら、早めに単位を取得する事を挙げます。最
終学年になると就職活動等で不安な日々を過
ごす事もあります。そこまでにたくさん履修し
て、単位の心配をしなくても良い様にする事を
お薦めします。時間を上手く使って楽しい思い
出が残るように学生生活を送ってください☆
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松本　詩織

■この 4 年間、楽しいこと、辛いこと沢山ありまし
たが、今振り返ると全て私にとって良い方向になっ
ていると思いました。そして、全ての過程で友達、
先生方、家族が支えてくれていました。これからも、
大変なこと、悩みなどあると思いますが、周りの方
への感謝を常に忘れず、目標に向かって頑張って
いこうと思います。四国大学に来て良かったです。

森永　　輝

■この度は、芳藍賞という名誉ある賞を受賞し、大変
嬉しく思います。大学生活を振り返ると、非常に充実し
たものでした。また先生方の熱心なご指導のおかげで、
将来の選択肢を広げることができ感謝の気持ちでいっ
ぱいです。在校生の皆さんも、学生のうちにしかできな
いことに積極的に挑戦し、それぞれの夢の実現のため、
また有意義な学生生活を送れるように頑張ってください。

桑内　美穂

■今回、芳藍賞を受賞させて頂き誠にありがとう
ございます。4 年間、サークル活動を一生懸命、取
り組んで本当に良かったです。何度も、苦しい事
や辛い事がありましたが、諦めずに頑張って練習
に励みました。その結果、自分にとって非常に良
い経験になりました。後輩達には、今の現状で満
足せず、向上心を持って頑張ってほしいと思います。

由岐中咲季

■私は、3 年間音楽科でたくさんのことを学び、音楽
的知識を深めることができました。
　音楽科の仲間とのライブでは、演奏だけでなく、舞
台設営や音響や照明など授業で学んだことを生かしな
がらつくりあげていきました。たくさん悩むことも苦労す
ることもありましたが、充実した学生生活を送ることが
でき、芳藍賞を受賞できたことを光栄に思っています。

石丸　陽一

■私は在学中病を患い、1年間休学をしていました。
休学する以前は何をしても楽しくなく、大学生活が
苦痛でした。しかし、休学している1年間で自分の
ことをふり返り、結局は気持ち次第だということを
理解しました。今現在大学で生活するみなさん。あ
まり一人で悩まないでください。気を張りすぎると何
でもうまくこなせません。立ち止まるのも大切です。

元木　佑香

■四国大学に入学しての 2 年間はとても早いもので
した。短大は特に詰め込んで勉強をするため、授業
のペースについて行こうと家で勉強をしていました。
　現在、私は栄養士として働いており、学生時代
に勉強したことがとても役に立っています。後輩の
皆さんも勉強を疎かにし過ぎず、楽しい学生生活を
送って下さい。

佐藤理美佳

■とても熱心に指導して下さった先生方のおかげ
で、このように名誉ある賞を頂くことができ、光
栄であり感謝申し上げます。介護福祉専攻で過ご
した 2 年間は、年代の違う仲間達とのつながりの
中で助け合い、このクラスで学べた素晴らしい出
会いに感謝します。学校で学んだ“尊厳と自立”
を大切に、職場でも精進していきたいと思います。

松中智恵子

■私は四国大学を卒業し、今は幼稚園教諭として働いて
います。充実した日々を送っていますが、時々ふと大学生
活のことを思い出します。2 年という短い時間にたくさんの
ことが詰まっていて、この 2 年で得た経験と学びは私の財
産です。また、約 2 年前初めて地元の愛媛を出たので最
初は不安でしたが、寮や学科で一生付き合っていきたい
友人達と出会い、素敵な2 年間を過ごす事ができました。

山地　環惠

■4年間を振り返ると、講義や実習などで大変だっ
た印象が強いです。しかし、それらを乗り越える
ことができたのは、入学当初から、「助産師になり
たい」という目標を常に持って何事にも臨む姿勢
があったからだと思います。何かを達成するための
過程は苦しいものです。その時、自分の定めた明
確なビジョンが大きな糧になると思います。

山﨑　潤子

■大学での 4 年間は、学業・スポーツ共に充実し
たものでした。特にスポーツでは、目標としていた
大会で結果を残すことができました。大学から始
めた弓道でしたが、卒業した今も続けているほど
夢中になりました。試合で結果を残すことができた
のは、大学生活一番の思い出です。後輩の皆さん
も、最高の思い出を創れるよう、頑張ってください。

平 成 26 年 度 芳 藍 賞 受 賞 者
【学業・研究の分野】
　〈大学院〉
1　大学院文学研究科日本文学・書道文化専攻修士課程
 2 年　森　　理稔
2　大学院経営情報学研究科経営情報学専攻博士前期課程
 2 年　立井　武雄
3　大学院人間生活科学研究科人間生活科学専攻修士課程
 2 年　長尾　香里
4　大学院看護学研究科看護学専攻修士課程
 3 年　尾田　睦美
　〈大学〉
5　文学部日本文学科 4 年　稲井　春代
6　文学部書道文化学科 4 年　東江　美優
7　文学部国際文化学科 4 年　島山　拓也
8　経営情報学部経営情報学科 4 年　四宮　諒子
9　経営情報学部メディア情報学科 4 年　播　美有紀
10　生活科学部生活科学科 4 年　宮武　大輔
11　生活科学部管理栄養士養成課程 4 年　阿部　祐巳
12　生活科学部管理栄養士養成課程 4 年　山本　菜摘

13　生活科学部児童学科 4 年　大西　佐季
14　生活科学部児童学科 4 年　大住真利奈
15　看護学部看護学科 4 年　松本　詩織
16　看護学部看護学科 4 年　山地　環惠
　〈短大〉
17　短期大学部ビジネス・コミュニケーション科 
 2 年　森永　　輝
18　短期大学部人間健康科食物栄養専攻
 2 年　元木　佑香
19　短期大学部人間健康科介護福祉専攻
 2 年　佐藤理美佳
20　短期大学部幼児教育保育科 2 年　松中智恵子
21　短期大学部音楽科 2 年　由岐中咲季
【芸術・スポーツ・その他の分野】
　〈芸術〉
22　文学部書道文化学科 4 年　石丸　陽一
　〈スポーツ〉
23　経営情報学部経営情報学科 4 年　桑内　美穂
24　経営情報学部経営情報学科 4 年　山﨑　潤子
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キャリア教育について　－ 悩みは人生の肥やし －キャリア教育について　－ 悩みは人生の肥やし －キャリア教育について　－ 悩みは人生の肥やし －キャリア教育について　－ 悩みは人生の肥やし －
キャリアセンターだよりキャリアセンターだより

キャリア教育支援課　渡　部　俊　彦キャリア教育支援課　渡　部　俊　彦
　現在の学校教育において特にその重要性が謳われてい
るのがキャリア教育です。キャリアとは「個々人が生涯
にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖及びその過
程における自己と、働くことの関係づけや価値づけの累
積」のことです。そのために「人間関係形成能力」「情
報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」の 4つの
能力を育成することが求められています。本学でも平成
26 年度よりキャリア教育の充実のため新しいキャリア
科目を設定し、「就業力育成カリキュラムマップ」により、
社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果た
しながら「自分らしい生き方」を実現する力をつけるた
めのカリキュラムをスタートさせました。このように「学
生が社会人・職業人として自立できる力」すなわち「就
業力の育成」に焦点を当てた教育を進めています。
　キャリアセンターでは、1年次より様々なプログラム
を実施し、各種ガイダンス、セミナー等を通した目標の
見極めへの学習を進め、学生の可能性を広げ、伸ばす支
援をしています。また、教員・公務員試験対策講座の
計画（図 1）・実施や受講相談、外部からの臨床心理士
を中心としたキャリアカウンセリングの実施等（表 1）、
キャリアセンター教職員総出で、学生一人ひとりを全面
的にバックアップしています。
　皆さんにお願いしたいのは、「悩みを人生の肥やし」
にすることです。学校生活だけでなく社会生活において
も様々な壁にぶつかり、悩みを抱えることが必ずありま
す。在学中は少なくとも、一人で抱え込まずにどしどし
相談に来てください。私たちには完璧な回答ができない
ときもあろうかと思いますが、誠意を持ってしっかり聴
き、何らかのアドバイスができるようにし、悩みを肥や
しにできるようにしたいと思います。そのために皆さん
に必要なのは人の話を聴く力です。人の話を真摯に聞き、
受け止め、自分のものとしていく力です。ぜひじっくり
聞いて取捨選択し自分のものにしてください。
　そして、相談の中から、より現実的な夢や目標を設定
することです。将来の夢から逆算して、2年後、1年後、1ヶ
月後、1週間後の目標、そして明日、今日の目標を設定し、
一歩ずつ確実に歩んでください。私たちも共に歩むこと
をお約束します。

（表 1）
キャリア相談

武田　知也 先生　毎週月・水曜日　13：30 ～ 17：30

外磯やよい 先生　毎週金曜日　　　13：00 ～ 17：00

就職相談

富永　正信 先生　毎週水曜日　　　13：00 ～ 16：30

中山　美幸 先生　毎週水曜日　　　13：00 ～ 16：30

瀬尾　ふみ 先生　毎週火・木曜日　13：00 ～ 16：30

（図 1）

第66回四国地区大学総合体育大会（四国インカレ）愛媛県で開催
―女子サッカー中心に上位進出期待 !!―

　第66回四国地区大学総合体
育開会が 6月20日（土）～ 7月
5 日（日）の期間、愛媛県内各
会場で開催されます。本学か
らは16競技に314名が参加し
ます。今年度創部の女子サッ
カー、昨年度準優勝の軟式野
球、女子弓道。個人競技でも
水泳、少林寺拳法を中心に活
躍が期待されます。本学参加
競技の日程・会場等は表の通
りです。

四国インカレ日程・会場一覧（四国大学生出場種目のみ）
競　　技 日　　時 会　　　　　場

水 泳 6月20日㈯・21日㈰ 松山大学御幸キャンパスプール
サ ッ カ ー 6月27日㈯・28日㈰ （女子）北条スポーツセンター球技場
陸 上 6月27日㈯・28日㈰ 愛媛県総合運動公園陸上競技場
バスケットボール 6月27日㈯・28日㈰ 愛媛大学第一体育館（27日のみ）・松山大学御幸キャンパスメインアリーナ
卓 球 7月 3日㈮・4 日㈯ 松山市総合コミュニティーセンターメインアリーナ
ソ フ ト テ ニ ス 7月 3日㈮～5 日㈰ 松山大学御幸キャンパステニスコート
軟 式 野 球 7月 3日㈮～5 日㈰ 松山大学久万ノ台グラウンド・愛媛大学山越運動場（3・4日のみ）
硬 式 テ ニ ス 7月 3日㈮～5 日㈰ 愛媛県総合運動公園テニスコート（3日）松山中央公園テニスコート（3～ 5日）
バ ド ミ ン ト ン 7月 3日㈮～5 日㈰ 砥部町陶街道ゆとり公園体育館
柔 道 7月 4日㈯ 松山大学御幸キャンパス彰簾館（柔道場）
少 林 寺 拳 法 7月 4日㈯ 愛媛大学第二体育館
サ ッ カ ー 7月 4日㈯・5 日㈰ （男子）北条スポーツセンター陸上競技場、球技場・松山大学御幸キャンパスグラウンド（4日のみ）
ハ ン ド ボ ー ル 7月 4日㈯・5 日㈰ 愛媛県総合運動公園主体育館
弓 道 7月 4日㈯・5 日㈰ 松山大学御幸キャンパス弓道場
フ ッ ト サ ル 7月 4日㈯・5 日㈰ （男子）北条スポーツセンター体育館・（女子）愛媛大学第一体育館（4日のみ開催）
ソ フ ト ボ ー ル 7月 4日㈯・5 日㈰ 東温市かすみの森公園多目的グラウンド
バ レ ー ボ ー ル 7月 4日㈯・5 日㈰ 松山大学御幸キャンパスメインアリーナ
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 全 学 球 技 大 会 全 学 球 技 大 会 初夏の青空の下　クラス団結!!初夏の青空の下　クラス団結!!

　恒例の全学球技大会が 5月21日（木）に
開催され、体育館で 3競技、日ノ上運動場
で 3競技、吉野川北岸グラウンドで 1競技
に、1，500名を超える学生が参加しました。
　本大会は今年度最初の全学研修行事であ
り、新入生にとってはクラスメイトや先生
方、先輩たちと触れ合い、クラスの団結を
図る良い機会ともなりました。
　晴天に恵まれ、早朝から多くの学生が詰
めかけ、盛大に開会式が実施されました。
その後、各会場に分かれてそれぞれの競技
で熱戦が展開され、盛況のうちに無事終了
することができました。
　全学球技大会を開催するにあたり、ご協
力いただきました実行委員の皆さん、教職
員の方々、ありがとうございました。試合
結果は表のとおりです。

平成27年度全学球技大会試合結果
競 技 種 目 優　　　勝 準　優　勝 エントリー数 参加者数

バスケット

ボ ー ル

男子 国際文化学科 2年 児童学科 2年 13チーム 104

女子 看護学科 1年 児童学科 1年 17チーム 136

ソ フ ト バ レ ー 児童学科1年A組（Aチーム） 児童学科3年A組（Aチーム） 58チーム 406

ソ フ ト ボ ー ル 児童学科 4年 B組 児童学科 3年 A組 14チーム 168

ド ッ ジ ボ ー ル 短大幼児教育保育科 2年 B組 メディア情報学科 4年 21チーム 315

サ ッ カ ー 経営情報学科 3年 児童学科 4年 17チーム 170

卓 球
男子 メディア情報学科 3年

（武知・桜間組）
看護学科 1年
（向井・須戸組） 37ペア 74

女子 看護学科 3年
（渡慶次・矢吹組）

経営情報学科 2年
（山田・佐々木組） 51ペア 102

ソフトテニス
男子 メディア情報学科 4年

（児島・大獄組）
短大食物栄養専攻 2年
（北川・真藤組） 5ペア 10

女子 看護学科 1年
（福谷・藤原組）

短大ビジネス・コミュニケーション科1年
（松本・甘利組） 20ペア 40

学校法人四国大学　平成26年度決算及び27年度予算
１　資金収支計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
（収入の部）

科　　　目 平成26年度決算 平成27年度予算
学生生徒等納付金収入 3,002,232 2,926,596
手 数 料 収 入 35,188 33,520
寄 付 金 収 入 5,690 4,000
補 助 金 収 入 556,836 953,572
（国庫補助金収入） 509,059 －
（地方公共団体補助金収入） 47,777 －
資 産 運 用 収 入 211,787 117,800
資 産 売 却 収 入 100 1,730,000
事 業 収 入 106,899 95,400
雑 収 入 91,513 201,527
借 入 金 等 収 入 0 300,000
前 受 金 収 入 594,704 549,910
そ の 他 の 収 入 1,631,166 1,527,878
資金収入調整勘定 △ 784,739 △ 748,141
前年度繰越支払資金 2,253,596 2,491,580
収 入 の 部 合 計 7,704,971 10,183,642

（支出の部）
科　　　目 平成26年度決算 平成27年度予算

人 件 費 支 出 2,342,373 2,537,640

教育研究経費支出 703,652 786,844

管 理 経 費 支 出 177,352 182,645

借入金等利息支出 6,002 4,653

借入金等返済支出 234,112 220,912

施 設 関 係 支 出 477,188 1,269,301

設 備 関 係 支 出 155,702 161,199

資 産 運 用 支 出 261,700 1,911,700

そ の 他 の 支 出 992,123 738,277

予 備 費 － 26,000

資金支出調整勘定 △ 122,358 △ 225,126

次年度繰越支払資金 2,477,125 2,569,597

支 出 の 部 合 計 7,704,971 10,183,642

＊　上記の表の金額は千円未満を四捨五入しているため、合計など数値が計算上
　　一致しない場合があります。なお、以下の表についても同様です。
２　消費収支計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
（収入の部）

科　　　目 平成26年度決算 平成27年度予算
学生生徒等納付金 3,002,232 2,926,596
手 数 料 35,188 33,520
寄 付 金 17,568 4,000
補 助 金 556,836 953,572
（国庫補助金収入） 509,059 －
（地方公共団体補助金収入） 47,777 －
資 産 運 用 収 入 211,787 117,800
資 産 売 却 差 額 100 80,000
事 業 収 入 106,899 95,400
雑 収 入 92,640 201,527
帰 属 収 入 合 計 4,023,249 4,412,415
基本金組入額合計 △ 347,148 △ 829,433
消費収入の部合計 3,676,100 3,582,982

（支出の部）
科　　　目 平成26年度決算 平成27年度予算

人 件 費 2,339,175 2,800,857
教 育 研 究 経 費 1,159,359 1,230,279
管 理 経 費 228,099 234,184
借 入 金 等 利 息 6,002 4,653
資 産 処 分 差 額 53,338 61,003
徴収不能引当金繰入額 5,000 5,000
予 備 費 － 26,000
消費支出の部合計 3,790,973 4,361,976

当年度消費支出超過額 114,873 778,994
前年度繰越消費収入超過額 2,294,765 2,076,574
基 本 金 取 崩 額 50,397
翌年度繰越消費収入超過額 2,230,290 1,297,580

＊　学校法人会計基準の一部改正により、平成27年度予算から様式等が変更されましたが、
　　本年度においては改正前の形式で表示しています。

３　貸借対象表 （単位：千円）
資　産　の　部

科　　　 目 平成26年度末
固定資産 26,514,980
　有形固定資産 17,345,229
　（土地） 4,611,899
　（建物） 9,221,703
　（その他の有形固定資産） 3,511,627
　その他の固定資産 9,169,751
流動資産 3,916,823
　（現金預金） 2,477,125
　（その他の流動資産） 1,439,698
資産の部合計 30,431,803

負債の部，基本金の部，消費収支差額の部
科　　　 目 平成26年度末

負債の部
　固定負債 1,289,946
　　（長期借入金） 575,282
　　（その他の固定負債） 714,664
　流動負債 1,008,446
　　（短期借入金） 233,712
　　（その他の流動負債） 774,734

計 2,298,392
基本金の部
　第 1号基本金 24,621,621
　第 2号基本金 716,131
　第 3号基本金 308,831
　第 4号基本金 256,537
　　　　計 25,903,121
消費収支差額の部
　当年度消費支出準備金 －
　翌年度繰越消費収入超過額 2,230,290

計 2,230,290
合　　計 30,431,803

減価償却額の累計額の合計 7,379,093
徴収不能引当金の合計 5,000
基 本 金 未 組 入 額 876,160
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徳島北署より感謝状
― 経情 3年佐藤さん　親子 3人の身投げ阻止 ―
　本学経営情報学部 3年の佐藤弘之さんが、赤ちゃん
と幼い男の子 2人とともに吉野川に身投げしようとし
た母親に声をかけ、救ったとして、5月15日（金）に
徳島北署から人命救助の感謝状を受けました。
　佐藤さんは 5月１日夕方、自転車で帰宅途中、橋の
上で川を見つめて立っている女性を見つけました。飛
び込みそうだと感じたため急いで駆け寄り、「やめま
しょう」と呼びかけ、自殺を思いとどまらせ、ただち
に110番通報し、署員が駆け付けるまで、女性の背中
をさすり勇気づけました。
　同署での贈呈式で署長
より感謝状を受け取った
佐藤さんは、「頭が真っ白
になったが、思いとどまっ
てくれて良かった。子ども
のためにも命を大切にし
て欲しい。感謝状をもらっ
てうれしい。また、この経
験を活かし、目の前で急な
事態が発生した時、より冷
静に対応できるようにな
りたい。」と話した。

発行所■四国大学学生支援課・父母会　徳島市応神町古川　Tel．088･665･1300
印　刷■徳島県教育印刷株式会社　徳島市東沖洲 2丁目 1-13

平成28年度　入試日程

●推薦入試・一般入試

推 薦 入 試
一　　般　　入　　試

Ⅰ　　期 S　　型 Ⅱ　　期

11／ 1 ㈰ 2 ／ 1 ㈪ 2 ／15 ㈪ 3 ／ 7 ㈪

●大学入試センター試験利用入試

試 験 日
出　願　締　切　日

前　　期 中　　期 後　　期

1／16 ㈯～ 17 ㈰ 2 ／ 3 ㈬ 2 ／29 ㈪ 3 ／14 ㈪

●AO入試（体験型）（面談日）
① ② ③ ④ ⑤

6／21 ㈰
（短期大学部のみ）

7 ／20 ㈪
（短期大学部のみ） 8 ／ 2 ㈰ 8 ／22 ㈯ 9 ／23 ㈬

※管理栄養士養成課程および看護学科は実施しません

●AO入試（自己推薦型）（面談日）
Ⅰ　　期 Ⅱ　　型 Ⅲ　　期

9／26 ㈯ 12／12 ㈯ 3 ／20 ㈰

●スポーツ分野特別入試
Ⅰ　　期 Ⅱ　　型 Ⅲ　　期

9／26 ㈯ 12／12 ㈯ 2 ／13 ㈯

※管理栄養士養成課程および看護学科は実施しません

●芸術分野特別入試
Ⅰ　　期 Ⅱ　　型 Ⅲ　　期

9／26 ㈯ 12／12 ㈯ 2 ／13 ㈯

　AO入試（体験型）は、学科・専攻が実施する講座・セミナーなどに参
加することにより、学科・専攻の特徴を体験・理解し、本学を志望する
理由や意欲を高めた人を対象にする入試制度です。
　スポーツ分野特別入試は高等学校等在学中に本学が指定する競技ス
ポーツにおいて優れた成績をおさめ、本学入学後も引き続きその能力の
向上を目指す人を対象とする入試です。
　芸術分野特別入試は、文学部書道文化学科・生活科学部生活科学科・
短期大学部音楽科が対象の入試制度です。
　出願の資格や入試日程など、詳細は四国大学ホームページ
（http://www.shikoku-u.ac.jp）でご確認ください。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

オープンキャンパス
見つけよう、君の未来。

Open Campus 2015
第 1回 2015年 6 月21日（日） 10：00～16：00

第 2 回 2015年 7 月20日（月・祝） 10：00～16：00

第 3 回 2015年 8 月 2 日（日） 10：00～16：00

第 4 回 2015年 8 月22日（土） 10：00～16：00

第 5 回 2015年 9 月23日（水・祝） 10：00～16：00

春のオープンキャンパス 2016年 3 月19日（土） 10：00～16：00

開
催
日
程

参
加
申
込
み

　参加希望日の前日までに、はがき、ホームページ、スマホサ
イト、電話またはFAXで、高校名、氏名、希望学科を連絡して
ください。
※音楽科体験レッスンについては事前お申し込みが必要です。
申込先
〒771-1192　徳島市応神町古川　四国大学　広報課
　 0120-65-9906（平日9：00～17：30） FAX 088-665-9907
URL　http://www.shikoku-u.ac.jp/
スマートフォン用　http://www.shikoku-u.ac.jp/sp/

スマホサイト

防災避難訓練
および新入寮生歓迎会

学 生 寮

　5月 9 日（土）、心配された早朝の雨も上がり学生寮
の88名は、寮自衛消防隊が迅速かつ適切に設置器具を活
用し火災等に対応できるように、通報・初期消火・避難
経路確認・誘導等の訓練を実施しました。
　A館前に避難後、徳島東消防署 3 名・川内消防隊 3
名の指導により全員で水消火器による消火訓練を体験し
ました。
　徳島東消防署員から、
　お……押さない
　は……走らない
　し……しゃべらない
　も……戻らない
を意識し避難することが重要
ですと合い言葉を教えていただき、「臨機応変にキビキ
ビと無事避難できています。」と講評もいただきました。
　今後、寮生一人一人が自分の命を守るために日頃のコ
ミュニケーションを大切にし、努力を続けてもらいたい
と思います。
　そのコミュニケーションをはかる一つとして、新入寮
生歓迎会のレクリエーションを先輩・新入寮生・留学生・
職員の皆で楽しくゲームをし、親睦を深めました。

今年のテーマは

「和気藍々  
   

～Let’s 55 芳藍祭～」です。
5月より実行委員会を開催し、本番に向けて活動が始まりました。

開催日：11月13日（金）～15日（日）

テーマ決定‼第55回
芳藍祭
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